
１　種類別利用回数 ２　団体・所属別利用回数

種別 回数等 52

4月-7月 8月-10月 合計 11月—12月

利用回数 315 309 624 132 9

利用可能数 918 828 1,746 513 12

利用率 34.3% 37.3% 35.7% 25.7% 6 79

利用回数 302 256 558 115 230

利用可能数 630 666 1,296 342 65

利用率 47.9% 38.4% 43.1% 33.6% 11

利用回数 10 59 69 17 6

利用可能数 288 270 558 171 2 314

利用率 3.5% 21.9% 12.4% 9.9% 32

利用回数 236 187 423 89 19

利用可能数 420 444 864 171 14

利用率 56.2% 42.1% 49.0% 52.0% 8 73

利用回数 70 69 139 30 22

利用可能数 306 276 582 171 23

利用率 22.9% 25.0% 23.9% 17.5% 28 73
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大研修室の利用実績について　　　　

利用回数　※　回数は延べ（１回で３部屋使用すると３カウント）

足立区医師会
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　（居宅介護支援部会）
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医療介護関連事業の大研修室利用について 

 

 

 

１ 課題 

医療・介護関係者の資質向上、連携深化等のために「医療・介護」の範囲内で、 

可能な限り利用の門戸を広げていく必要がある。 

※ 研修室予約ＩＤ配付団体 

  ① 足立医師会 ② 東京都足立区歯科医師会 ③ 足立区薬剤師会 

  ④ 足立区介護サービス事業者連絡協議会 

 ⑤ 東京都柔道整復師会足立支部 ⑥ あだち POSネットワーク 

 ⑦ 東京都栄養士会足立支部 ⑧ 足立区多機能サービス連絡会 

 

 

２ 対象事業の想定                    

① 医療介護関係者が行う複数の主体を対象とした勉強会・研修会   

② 医療介護関係者が実施する区民啓発講座 

③ 医療介護団体の自主研修 等 

 

 

３ 今後の対応 

区が、医療介護に関する事業の公益性などを判断し適当と認めた場合は、研修室

の利用を可とする。（研修室予約ＩＤは発行せず、区の所管課が予約する。）     
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「医療と介護の連携・研修センター」ホームページの更新について 

 

（１）イベントカレンダーについて 

   随時更新中です。各団体のすこやかプラザ あだちで行うイベント以外も表示出来ま

す。各団体のイベント等の情報も掲載させていただきますので、事務局までお気軽に

お問い合わせください。 

 

（２）サイトの検索性向上について 

   「すこやかプラザあだち」で検索して上位に表示されるようになりました。 
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１　相談内容別件数

令和６年度 令和７年度

４月～10月末 ４月～10月末

件数 件数 件数

在宅療養に関すること 54 39 28

利用者の入院先医療機関に関すること 37 20 19

保健医療福祉制度・サービスに関すること 20 16 6

利用者の入所先施設に関すること 16 14 6

受診に関すること 10 5 8

利用者の転院先医療機関に関すること 8 4 3

支援困難な認知症の利用者に関すること 4 4 2

利用者の治療・疾患に関すること 2 2 0

ケアマネジメントに関すること 2 1 1

退院後の利用者の処遇に関すること 2 0 3

利用者の看取りに関すること 0 0 0

その他 11 7 11

166 112 89
＊　複数項目について相談の場合あり

令和６年度 令和７年度

４月～10月末 ４月～10月末

件数 件数 件数

居宅介護支援事業所 75 53 25

本人・家族 30 21 9

地域包括支援センター 22 13 23

病院MSW 8 5 3

診療所 4 2 0

地域住民 4 3 0

訪問看護ステーション 3 3 1

施設 3 1 6

病院看護師 2 2 5

介護事業所 2 0 0

障害者施設 1 1 0

他区市町村連携窓口 1 1 0

その他 5 2 11

合計 160 107 84

在宅療養支援窓口の相談実績について
（令和７年４月１日～令和７年１０月３１日）

２　相談者別件数

相談分別
令和６年度

相談者
令和６年度
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・　施設入所の方で、精神症状や認知症の症状が悪化した際の入院先の相談

・　外国語対応（中国語や韓国語が多い）が可能な訪問看護。訪問診療の紹介

４　相談事例

・　コロナウイルスやかいせんなど感染症罹患時の入院相談

３　相談内容の分析
　前回報告時と変わらず、相談内容の１位は「在宅療養に関すること」２位は「利
用者の入院先医療機関に関すること」である。

　また「保健医療福祉制度・サービスに関すること」や、「入所先施設に関するこ
と」の相談は減ってきており、「受診に関すること」の相談が多かった。



 

 

【令和７年１０月２２日開催 東京都地域医療構想調整会議  

 区東北部 在宅療養ワーキンググループの開催結果について】 

 

１ 多職種連携の実態と深化への課題 

（１）コミュニケーションの壁 

介護施設職員は医療職に苦手意識を持ちやすく、専門知識の差が心理的な壁に。互いを尊重できるフラッ

トな関係構築のため、対面機会の増加が必要。 

（２）薬剤師の参画促進 

ケア移行期の服薬管理における役割は重要だが、会議参加が少ない。チームの一員として関与しやすい仕

組みづくりが求められる。 

（３）連携職種の拡大 

質の高い連携を実現するためには、医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師に加え、ケアマネージャー、病

院の看護師長や退院支援担当者、さらには特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、有料老人ホーム、サー

ビス付き高齢者向け住宅といった多様な介護施設の職員など、患者・利用者に関わるあらゆる関係者の参加

を促す必要がある。 

 

２ 在宅療養におけるサービスの質と倫理的課題 

（１）営利優先事業者の増加（訪問看護事業所） 

制度理解不足や不適切請求など、訪問看護の信頼を損なう事例が懸念される。 

（２）質の確保体制の整備 

小規模事業所の乱立による質低下を防ぐため、大規模事業所の整備や経験豊富な看護師の定着支援が必要。 

 

３ ＩＣＴ活用の推進と課題 

（１）デジタルデバイドの存在 

ＭＣＳなどのツールは有効だが、ケアマネ等の高齢化により活用に差がある。 

（２）ハイブリッド連携の重要性 

ＩＣＴに偏らず、対面・電話など従来手法を併用し、誰も取り残さない情報共有を。 

 

４ 意思決定支援（ＡＣＰ）と看取りの実態 

（１）入院前からのＡＣＰ 

元気なうちに外来・在宅で話し合うことが重要。区民啓発や教育体制整備が必要。 

（２）施設での看取り 

老健等での看取り増加に対し、医師不在時の介護職の不安が大きく、看取り対応体制の強化が課題。 

 

５ 医療提供体制の持続可能性 

（１）病院からの課題 

在宅・施設からの搬送時に情報不足が多く、地域外事業者との連携困難が指摘される。 

（２）行政の役割 

地域外事業者の実態把握などに基づく、より実効的な協議の場づくりが求められる。 

（裏面あり） 
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６ 今後の方向性 

（１）多職種連携の深化 

小地域単位での顔の見える連携を広域へ展開。対面研修やＩＣＴ交流で相互理解を促進。 

（２）サービス質の向上 

施設医療体制の「見える化」と医療機関連携、特定看護師の活用促進。 

（３）在宅療養の区民啓発 

ＡＣＰや在宅療養の普及を区民全体に広げる。 



お問い合わせ先

第５２回足立区民健康まつり（クイズラリー）の
開催結果について

１ 開催日時 令和７年９月２７日（土）午後２時～午後４時

２ 実施結果（速報値）
（１）来場者受付数 ２０１名
（２）各相談、体験コーナー

足立区医師会 １０９名
歯科医師会 １１４名
薬剤師会 ６８名
柔道整復師会足立支部 ２０８名
医療介護連携課 ９２名

３ 各エリアの様子
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1階受付 フロアマップ

クイズ①



2

福祉用具体験コーナー入口 介護ベッド、介護ロボット（Lavot）など

小林幸子さんと会話

危機管理課「ながら見守り」の紹介・登録



3

社会福祉協議会 高齢者疑似体験

ビュー坊と記念撮影

車いす体験コース

景品受け渡しコーナー



4

柔道整復師会の体操と歯科の「ちゅうりっぷ体操」

診療科別医師の健康相談

歯科のお仕事体験

薬剤師のお仕事体験

柔道整復師の体力測定

参考


